
特集
６月は土砂災害防止月間

「ハザードマップ」で
土砂災害から身を守ろう！
町政情報館
愛川町長選挙 投票日は6月17日（日）です　ほか
町の取り組みを紹介します
子育てプチポケット
図書カードが当たるお楽しみクイズ
インフォメーション
愛川トピックス
あいかわカレンダー
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特 集

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」で

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
ろ
う
！

毎
年
６
月
は
、
国
土
交
通
省
が
定
め
る
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す
。
近
年
、
気
候
変
動
な
ど
に
よ
り
、

各
地
で
頻
繁
に
豪
雨
が
起
こ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
土
砂
災
害
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
町
で
は
「
愛
川
町
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
新
た
に
作
成
し
、

区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方
へ
配
布
し
ま
し
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
災
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
自
然
災
害
の
被
災
想
定
区
域

や
避
難
場
所
、
防
災
関
係
施
設
の
位
置
な
ど
を
表
示
し

た
地
図
で
す
。事
前
に
こ
れ
ら
の
情
報
を
知
る
こ
と
で
、

災
害
へ
備
え
た
り
、
災
害
時
に
速
や
か
に
避
難
し
た
り

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
愛
川
町
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
は
、「
土

石
流
特
別
警
戒
区
域
」「
土
石
流
警
戒
区
域
」「
急
傾
斜

地
の
崩
壊
（
が
け
崩
れ
）
警
戒
区
域
」「
地
す
べ
り
警

戒
区
域
」
の
ほ
か
、
災
害
時
に
役
立
つ
「
緊
急
避
難
場

所
」
な
ど
の
情
報
を
、
航
空
写
真
の
上
に
分
か
り
や
す

く
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、裏
面
に
は「
土
砂
災
害
に
備
え
て
」と
題
し
て
、

土
砂
災
害
に
関
す
る
知
識
や
、
避
難
情
報
、
避
難
時
の

心
得
な
ど
、防
災
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
愛
川
町
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
地
区
ご
と

に
次
の
17
種
類
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域

内
の
世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
川
北
区
・
宮
本
区
の
北
部　

●
宮
本
区
の
南
部
・
原

臼
区
・
両
向
区
・
細
野
区
の
北
部　

●
細
野
区
の
南
部

●
田
代
区
の
北
部　

●
田
代
区
の
南
部　

●
三
増
区
の

北
部　

●
三
増
区
の
西
部　

●
三
増
区
の
南
部　

●
小

沢
区　

●
角
田
区　

●
大
塚
区
・
六
倉
区　

●
箕
輪
区

●
箕
輪
区
の
幣
山　

●
上
熊
坂
区
・
熊
坂
区
の
北
部

●
熊
坂
区
の
南
部
・
二
井
坂
区
・
半
縄
区
・
坂
本
区　

●
下
谷
八
菅
山
区
の
北
部　

●
下
谷
八
菅
山
区
の
南
部

 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は
？

 

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布

4

5

32 1

土砂災害ハザードマップの見方

 ハザードマップの例（田代区と細野区の境付近）

土石流が発生した場合に、建物や住民の生命・
身体に著しい被害が生じる恐れがある区域。

土石流が発生した場合に、建物や住民の生命・
身体に危害が生じる恐れがある区域。

がけ崩れが発生した場合に、建物や住民の生命・
身体に危害が生じる恐れがある区域。

地すべりが発生した場合に、建物や住民の生命・
身体に危害が生じる恐れがある区域。

 ❶土石流特別警戒区域（赤色の枠）

 ❷土石流警戒区域（オレンジ色の枠）

 ❸急傾斜地の崩壊（がけ崩れ）警戒区域（黄色の枠）

 ❹地すべり警戒区域（茶色の枠）

 ❺緊急避難場所（緑色の枠）

清雲寺

両玄沢

蜀江沢

南沢

塩川添浄水場 田代第一町会事務所

国道 412 号線
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情
報
収
集
で
早
め
の
避
難
を
！

　
土
砂
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
町
か
ら
次
の
３
段
階
の
避
難
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
や
防
災
情
報
メ
ー
ル
、
消
防

団
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
左
側
に
い
く
ほ
ど
緊
急
度
が
高
く
な
り
ま

す
の
で
、
避
難
情
報
の
発
令
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
「
避
難
行
動
要
配
慮
者
」
に
協
力
を

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
「
避
難
行
動

要
配
慮
者
」
の
方
々
は
、
避
難
に
時
間
が
か

か
る
た
め
、
早
め
の
避
難
が
必
要
で
す
。
ス

ム
ー
ズ
に
避
難
が
で
き
る
よ
う
、周
囲
の
方
々

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
避
難
は
複
数
人
で

　

避
難
の
際
は
単
独
行

動
で
は
な
く
、
で
き
る
だ

け
隣
近
所
で
声
を
掛
け

合
い
、
複
数
人
で
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

◎
危
険
箇
所
を
調
べ
る

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
な
い
よ
う
、
日

頃
か
ら
避
難
場
所
や
、
避
難
ル
ー
ト
に
あ
る

危
険
箇
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
屋
外
避
難
が
危
険
な
と
き
は

　
流
れ
る
水
は
、
皆
さ
ん
の
想
像
以
上
に
大

き
な
パ
ワ
ー
を
持
っ
て
い
ま
す
。
道
路
な
ど

が
浸
水
し
、
歩
く
の
が
危
険
な
場
合
は
、
無

理
に
避
難
所
へ
移
動
せ
ず
、
建
物
の
２
階
へ

避
難
し
ま
し
ょ
う
。
平
屋
の
建
物
の
場
合
は
、

隣
近
所
の
２
階
に
避
難
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送
の

ほ
か
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
災
害
・
防
災
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　平成 29 年度に改訂した「愛川町土砂災害ハザードマップ」「愛
川町洪水ハザードマップ」に基づいた避難訓練を、5 月 13 日に
両向区で実施しました。
　当日は、両向区の皆さんや自主防災組織、消防団など約 120
人が参加し、「発達した梅雨前線による大雨で、町に大雨・洪水
警報、水防警報が発令される可能性が高くなった」という想定の
もと、ハザードマップを確認しながら、両向児童館と県立愛川ふ
れあいの村への避難訓練を行いました。

水害対応避難訓練を実施しました！

　
今
後
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊
急
）

の
発
令
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
発
令
し
ま

す
。
い
つ
で
も
避
難
が
で
き
る
よ
う
準
備
を

し
ま
し
ょ
う
。
高
齢
や
障
が
い
、
小
さ
い
お

子
さ
ん
が
い
る
な
ど
、
避
難
に
時
間
を
要
す

る
方
や
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
方
は
、
避
難

を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
に
よ
っ
て
人
的
被
害
が
発
生
す
る
可

能
性
が
高
ま
っ
た
場
合
に
発
令
し
ま
す
。
雨

や
風
な
ど
、屋
外
の
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、

避
難
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
実
際
に
災
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
状
況
が

さ
ら
に
悪
化
し
、
人
的
被
害
が
発
生
す
る
危

険
性
が
非
常
に
高
ま
っ
た
場
合
に
発
令
し
ま

す
。
ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
場
合
は
、
直
ち

に
そ
の
場
か
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

避
難
勧
告

避
難
指
示（
緊
急
）

  

町
が
発
令
す
る
避
難
情
報

  

避
難
時
の
心
得

  

町
か
ら
の
情
報
提
供

音声自動応答
サービス

愛川町
メール配信
サービス

ラジオ・テレビ

ツイッター

町ホームページ

防災行政無線の放送が聞こえなかった場合や、もう一度確認したいときに、
放送と同じ内容を電話で聞くことができます。
☎ 0120（530）310（通話料無料）

電子メールで防災情報や防災行政無線の内容を配信しています。
そのほかに防犯、イベント、子育て情報なども配信しています。
http://www.ikkr.jp/aikawa/

FM HOT839（エフエムさがみ、FM83.9MHz）や J:COM と
災害情報などの放送について協定を締結しています。

http://www.town.aikawa.kanagawa.jp/

愛川町公式アカウント @AikawaTown
https://twitter.com/AikawaTown
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任
期
満
了
に
伴
い
、
愛
川
町
長
選
挙
を

行
い
ま
す
（
６
月
12
日
告
示
）。
投
票
日

は
６
月
17
日
（
日
）
で
す
。
投
票
は
午
前

７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
町
内
12
カ
所

の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
午
後
８
時
45
分
か

ら
即
日
開
票
し
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、
平

成
12
年
６
月
18
日
以
前
に
生
ま
れ
、
平
成

30
年
３
月
11
日
以
前
に
本
町
に
住
民
登
録

を
し
、
投
票
日
当
日
ま
で
引
き
続
き
町
内

に
住
所
が
あ
る
方
で
す
。

　
投
票
の
日
時
や
投
票
所
の
場
所
、
期
日

前
投
票
な
ど
の
ご
案
内
の
た
め
、
投
票

所
入
場
整
理
券
を
世
帯
ご
と
に
封
書
で
郵

送
し
ま
す
。
封
書
１
通
に
つ
き
最
大
で
６

人
ま
で
の
整
理
券
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
投
票
の
際
に
は
自
分
の
氏
名
が
記

載
さ
れ
て
い
る
整
理
券
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　
期
日
前
投
票
の
際
に
は
、
事
前
に
整
理

券
裏
面
の
「
期
日
前
投
票
用
請
求
書
（
兼

宣
誓
書
）」
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
記
載

例
は
宛
名
台
紙
の
裏
面
に
あ
り
ま
す
。

　
整
理
券
は
、
投
票
所
や
期
日
前
投
票
所

で
の
受
け
付
け
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
整
理
券
を
無
く
し
て
し

ま
っ
た
場
合
で
も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

お
持
ち
の
上
、
投
票
所
・
期
日
前
投
票
所

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
は
お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
投
票
所
入
場
整
理
券
に
投

票
所
の
施
設
名
と
案
内
図
を
記
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

　
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
投
票
日

当
日
に
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、

投
票
日
前
に
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◎
期
間　
６
月
13
日
（
水
）
～
16
日
（
土
）

◎
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

（
土
曜
日
、
昼
休
み
も
投
票
で
き
ま
す
）

◎
場
所　
役
場
２
階
大
会
議
室

◎
持
ち
物　
投
票
所
入
場
整
理
券

　
次
に
該
当
す
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❶
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
指
定

さ
れ
た
施
設
ま
た
は
病
院
に
入
所
・
入
院

中
の
方
は
、
そ
の
施
設
ま
た
は
病
院
で
。

❷
愛
川
町
以
外
の
市
区
町
村
に
滞
在
中
の

方
は
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
い
ず
れ
か
を
お

持
ち
の
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま

す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
郵
便
投
票

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
手
続
き

が
必
要
で
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
、
移
動
機
能
の
障

が
い
の
程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級
の
方

・心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ
う
、直
腸
、

小
腸
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
ま
た
は
３

級
の
方

・
免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級

か
ら
３
級
の
方

◎
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
が
い
の
程
度

が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
の
方

・心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ
う
、直
腸
、

小
腸
、
肝
臓
の
障
が
い
の
程
度
が
特
別
項

症
か
ら
第
３
項
症
の
方

◎
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方

・
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の

方
　
候
補
者
の
氏
名
・
経
歴
・
政
見
な
ど
を

記
載
し
た
選
挙
公
報
は
、
６
月
14
日
（
木
）

に
新
聞
各
紙
の
朝
刊
に
折
り
込
み
で
お
届

け
し
ま
す
。
折
り
込
み
を
行
う
新
聞
は
、

朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
産
経
・
日
本
経

済
・
神
奈
川
・
東
京
新
聞
の
７
紙
で
、
こ

れ
ら
の
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
選
挙
公
報
は
役
場
、
ラ
ビ
ン
プ

ラ
ザ
、
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
な
ど
の
公
共

施
設
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
広
報
あ
い
か
わ

等
戸
別
配
布
希
望
者
登
録
制
度
」
を
ご
利

用
の
世
帯
に
は
、
選
挙
公
報
を
郵
送
し
ま

す
。

町政 情報館

選挙
愛
川
町
長
選
挙

投
票
日
は
6
月
17
日（
日
）で
す

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎（
内
線
）３
２
２
５

  

投
票
で
き
る
人

  
投
票
所

  

期
日
前
投
票

  

不
在
者
投
票

  

選
挙
公
報
の
配
布

  

郵
便
投
票

  

投
票
所
入
場
整
理
券
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公
共
交
通
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
町
民
皆
さ
ん
の
路
線

バ
ス
利
用
状
況
や
需
要
を
把
握
す
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
新
規
バ
ス
路
線
を
検

討
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
し
ま

す
。

　

新
婚
に
伴
う
新
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
結
婚
を
機
に
取
得
し
た
新
た
な
住

宅
の
購
入
費
や
新
規
の
住
宅
賃
借
費
用
、

引
っ
越
し
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
事
前
に
子

育
て
支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
夫
婦

・
平
成
30
年
３
月
16
日
～
平
成
31
年
３
月

15
日
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、
町
に
住
民
票

が
あ
る

・
婚
姻
日
に
夫
婦
と
も
34
歳
以
下

・
平
成
29
年
分
の
夫
婦
の
所
得
合
計
額
が

６
０
０
万
円
未
満

　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
各
家
庭
の
ポ
ス

ト
に
投と
う
函か
ん
し
ま
す
。
簡
単
な
記
入
式
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
対
象
地
区　
大
塚
区
、
六
倉
区
、
春
日

台
区

◎
配
布
時
期　
６
月
下
旬

・
夫
婦
に
町
税
（
国
民
健
康
保
険
税
を
含

む
）
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◎
助
成
額

・
合
計
所
得
額
が
３
４
０
万
円
未
満
の
場

合
は
上
限
30
万
円

・
合
計
所
得
額
が
３
４
０
万
円
以
上
６
０
０

万
円
未
満
の
場
合
は
上
限
15
万
円

◎
申
請
期
限　
平
成
31
年
３
月
29
日
（
金
）

※
補
助
予
定
額
が
終
了
し
た
時
点
で
、
申

　
請
受
け
付
け
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

公共交通助成
路
線
バ
ス
利
用
状
況
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
生
活
を
始
め
る
た
め
の
費
用
を
助
成
し
ま
す

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
☎（
内
線
）３
２
３
３

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
福
祉
班
☎（
内
線
）３
３
６
２

高齢者
高
齢
者
バ
ス
割
引
乗
車
券「
か
な
ち
ゃ
ん
手
形
」

購
入
費
を
一
部
助
成
し
ま
す

高
齢
介
護
課
長
寿
い
き
が
い
班
☎（
内
線
）３
３
３
８

助成対象となる割引乗車券
神奈中での販売予定期間
6月21日～ 8月31日
9月10日～ 11月30日

割引乗車券の有効期間
購入日～平成31年6月30日
購入日～平成31年9月30日

　
神
奈
川
中
央
交
通
株
式
会
社
（
神
奈
中
）

が
販
売
し
て
い
る
高
齢
者
バ
ス
割
引
乗
車

券
「
か
な
ち
ゃ
ん
手
形
」
の
1
年
券
購
入

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
高
齢
介
護
課
で
助
成
券
の
交
付
を
申
請

し
、
交
付
さ
れ
た
助
成
券
を
お
持
ち
の
上
、

同
社
の
指
定
窓
口
で
割
引
乗
車
券
を
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者　

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、

町
に
住
民
票
が
あ
り
、
昭
和
24
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
本
年
度
中
に
70

歳
以
上
に
な
る
方
）
で
、
町
税
に
滞
納
が

な
い
方

◎
助
成
額　

購
入
費
9
8
5
0
円
の
う

ち
6
千
円

◎
申
請
期
間　

６
月
21
日

（
木
）
か
ら
11
月
22
日
（
木
）

ま
で
。認
め
印
が
必
要
で
す
。

◎
注
意
事
項

・
１
年
度
に
つ
き
１
人
１
回

限
り
の
助
成
で
す
。
町
の
助

成
を
受
け
て
購
入
し
た
割
引

乗
車
券
の
紛
失
な
ど
に
よ
る

再
助
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
昨
年
度
に
こ
の
助
成
制
度

を
利
用
し
た
方
に
、
案
内
通

知
を
送
付
し
ま
す
。

・
申
請
書
は
高
齢
介
護
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

　70歳以上の購入費助成対象者に、神奈中
が町役場で「かなちゃん手形」の出張販売を
行います。今回は、有効期限が平成31年6月
30日までの1年券を販売します。出張販売
日には、助成券の申請・交付も同会場で行い
ますので、この機会にぜひご利用ください。
販売日:6月26日(火) ～ 28日(木)
販売時間:午前9時30分～午後3時30分
※購入できるのは本人のみで、代理購入は
　できません。
※例年、初日および2日目の午前中は大変混
　み合います。待ち時間が長くなる場合も
　ありますので、ご了承ください。
販売場所:健康プラザ１階　多目的室
必要なもの
●認め印
●自己負担金3,850円
●1年以内に撮影された顔写真
　(2.5㎝四方)1枚
●年齢が分かるもの (健康保険証など)
●助成券
　（販売日より前に助成券の交付を受けた方）

－70歳以上の購入費助成対象者限定－
かなちゃん手形出張販売のお知らせ
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給
額
が
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

◎
支
給
時
期　
原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月・

６
月
・
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
を

支
給
し
ま
す
。

◎
手
続
き
方
法　
５
月
下
旬
に
、
現
在
手

当
を
受
け
て
い
る
方
へ
現
況
届
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
子
育
て
支

援
課
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
受
け
付

け
ま
す
。（
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎

年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
現
況
届
は
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
、
提
出
し
な
い

場
合
は
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◎
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
必
ず
子
育
て
支

援
課
に
届
け
出
を

・
結
婚
・
離
婚
な
ど
に
よ
り
受
給
者
を
変

更
す
る
と
き

・
加
入
し
て
い
る
年
金
の
種
類
を
変
更
す

る
と
き

・
振
込
先
の
口
座
を
変
更
す
る
と
き
（
口

座
名
義
は
受
給
者
）

・
受
給
者
や
お
子
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と

き
や
別
居
し
た
と
き
、
町
外
へ
転
出
す
る

と
き

・
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と
き

◎
支
給
額
（
月
額
）

０
歳
～
３
歳
未
満　
１
万
５
千
円

３
歳
～
小
学
生　

第
１
子
・
第
２
子
は

１
万
円
、
第
３
子
以
降
は
１
万
５
千
円

中
学
生　
１
万
円

◎
所
得
制
限　
所
得
制
限
の
基
準
は
、
年

収
９
６
０
万
円
（
夫
婦
と
子
供
２
人
の
場

合
）
で
す
。
制
限
を
超
え
た
場
合
は
、
支

子育て
児
童
手
当「
現
況
届
」の
提
出
を
忘
れ
ず
に

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
福
祉
班
☎（
内
線
）３
３
６
５

　
４
月
29
日
、
教
育
や
文
化
の
振
興
に
功
績
の
あ
る
方
を

表
彰
す
る
町
教
育
委
員
会
表
彰
式
が
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、

10
人
の
方
に
佐
藤
教
育
長
か
ら
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
社
会
教
育
関
係

石
田
浩
章
さ
ん
（
春
日
台
）

石
山
裕
之
さ
ん
（
角
田
）

中
塩
屋　

傑
さ
ん
（
三
増
）

伊
藤
義
隆
さ
ん
（
角
田
）

別
府
和
子
さ
ん
（
春
日
台
）

◎
文
化
関
係

田
上　

奄
さ
ん
（
中
津
）

佐
藤
隆
則
さ
ん
（
半
原
）

小
島
佐
則
さ
ん
（
半
原
）

◎
学
校
医
関
係

熊
坂
英
雄
さ
ん
（
厚
木
市
）

金
原
英
明
さ
ん
（
大
和
市
）

表彰
教
育
委
員
会
表
彰

〜
教
育
・
文
化
振
興
の
功
績
者
を
表
彰
〜

教
育
総
務
課
庶
務
施
設
班
☎（
内
線
）３
６
１
２

　
10
月
採
用
予
定
の
町
職
員
を
募
集

し
ま
す
。受
験
案
内
と
申
込
用
紙
は
、

総
務
課
で
配
布
（
平
日
の
午
前
9
時

～
正
午
お
よ
び
午
後
1
時
～
５
時
）

す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

◎
申
し
込
み
方
法　
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
卒
業
証
明
書
な

ど
を
添
付
の
上
、
総
務
課
へ
本
人
が

直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
期
間　
6
月
12
日
（
火
）
～

15
日
（
金
）

◎
第
一
次
試
験
日　
7
月
8
日（
日
）

職員採用
10
月
採
用
予
定
の
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

総
務
課
総
務
法
制
班
☎（
内
線
）３
２
１
７

※詳細は、受験案内で確認してください。

試験区分

建築職
（大学卒業程度）

保健師
（大学卒業程度）

保育士
（短大卒業程度）

主な受験資格

昭和53年4月2日～平成
８年4月1日に生まれた
人（既卒者）

昭和53年4月2日以降に
生まれ、保健師の資格が
ある人（既卒者）

昭和58年4月2日以降に
生まれ、保育士登録をし
ている人または平成30
年9月までに登録見込
みの人（既卒者）

募集人数

若干名
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健
康
意
識
の
高
揚
と
、
ラ
ジ
オ
体
操
の

普
及
・
促
進
の
た
め
、
N
P
O
法
人
全
国

ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
の
公
認
指
導
者
資
格
認

定
試
験
を
受
講
し
、
資
格
認
定
さ
れ
た
方

へ
認
定
料
を
助
成
し
ま
す
。

　

資
格
認
定
試
験
は
、
春
季
と
秋
季
の

年
２
回
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
同
連

盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.rajio-taiso.jp/

◎
対
象　
町
内
在
住
の
方

方
か
ら
支
え
て
み
た
い
方
は
、
11
月
16
日

（
金
）
ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
内
容　
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
開

催
告
知
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
。

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
期
間　
６
月
１
日
（
金
）
～
８
月

24
日
（
金
）

◎
応
募
方
法　
作
成
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
電

子
デ
ー
タ
と
出
力
見
本
を
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
振
興
課
へ
直
接
提
出
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
「
若
者
た
ち
の
音
楽
祭
４
」
を

開
催
し
ま
す
。
愛
川
の
冬
を
、
音
楽
で
熱

く
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

◎
開
催
日
時　
12
月
16
日
（
日
）
正
午
～

午
後
６
時
（
予
定
）

◎
場
所　
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◎
応
募
資
格　

　
現
在
ま
た
は
過
去
に
町
内
に
在
住
ま
た

は
在
学
、
在
勤
の
メ
ン
バ
ー
が
1
人
以
上

所
属
し
て
い
る
こ
と
。
高
校
生
以
下
は
、

メ
ン
バ
ー
全
員
が
厚
木
市
ま
た
は
清
川
村

に
在
学
の
場
合
も
可
。

●
ノ
ー
マ
ル
枠
（
７
～
８
組
程
度
）

　

お
お
む
ね
中
学
生
～
30
歳
代
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

●
ス
ペ
シ
ャ
ル
枠
（
２
～
３
組
程
度
）

　
40
歳
以
上
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

◎
参
加
料　
１
組
３
千
円
（
高
校
生
以
下

の
み
の
グ
ル
ー
プ
は
千
円
）

◎
募
集
期
間　
６
月
１
日
（
金
）
～
７
月

27
日
（
金
）

◎
応
募
方
法　
応
募
用
紙
と
、
任
意
の
デ

モ
音
源
１
曲
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振

興
課
へ
。
デ
モ
音
源
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
公
開
し
て
い
る
場
合
は
、
メ
ー
ル
ま

◎
助
成
金
額

・
１
級
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
士　
１
万
円

・
２
級
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
士  

５
千
円

・
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
員　
２
千
円

◎
申
請
方
法　
資
格
認
定
試
験
の
合
格
通

知
、
認
定
料
振
り
込
み
の
領
収
書
、
認
定

証
、
助
成
金
交
付
申
請
書
、
印
鑑
を
お
持

ち
の
上
、
ス
ポ
ー
ツ･

文
化
振
興
課
へ
。

申
請
書
は
ス
ポ
ー
ツ･

文
化
振
興
課
と
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
注
意
事
項

・
応
募
作
品
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
と

し
ま
す
。

・
採
用
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
著
作
権
は
、

若
者
た
ち
の
音
楽
祭
実
行
委
員
会
に
帰
属

す
る
も
の
と
し
ま
す
。

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
応
募
用
紙
と
募
集
要
項
は
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
振
興
課
、
文
化
会
館
、
ラ
ビ
ン
プ
ラ

ザ
、
レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ザ
、
第
１
号
公
園

体
育
館
、
田
代
運
動
公
園
、
三
増
公
園
陸

上
競
技
場
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し

ま
す
。

　
０
４
６
（
２
８
６
）
４
５
８
８

　
spobun@

tow
n.aikawa.kanagawa.jp
◎
注
意
事
項

・
応
募
者
の
中
か
ら
、
選
考
に
よ
り
出
演

者
を
決
定
し
ま
す
。

・
出
演
す
る
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
は
、
実

行
委
員
と
し
て
音
楽
祭
の
運
営
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
。

・
演
奏
ジ
ャ
ン
ル
は
、
楽
器
を
使
用
し
た

ロ
ッ
ク
や
ポ
ッ
プ
ス
、
ジ
ャ
ズ
な
ど
の
軽

音
楽
で
す
。（
ア
カ
ペ
ラ
や
カ
ラ
オ
ケ
は

不
可
）

・
音
響
機
材
、
ギ
タ
ー
ア
ン
プ
、
ベ
ー
ス

ア
ン
プ
、
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
、
マ
イ
ク
は
用
意
し
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
の
楽
器
は
各
自
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
受
付
係
や
ド
ア
係
な
ど
、
音
楽
祭
を
裏

助成

募集

ラ
ジ
オ
体
操
の
公
認
指
導
者
資
格
認
定
料
を

助
成
し
ま
す

若
者
た
ち
の
音
楽
祭
４

出
演
者
を
大
募
集
！

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
☎（
内
線
）３
６
３
３

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
☎（
内
線
）３
６
３
２

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
！

  

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
案
を
募
集
！



82018.June

保険
国
民
健
康
保
険

加
入
・
脱
退
の
手
続
き
は
忘
れ
ず
に

国
保
年
金
課
国
保
年
金
班
☎（
内
線
）３
３
７
９

　
　
　
　
　
　
収
納
班
☎（
内
線
）３
３
８
２

加
入
す
る
と
き
、
や
め
る
と
き

　
退
職
な
ど
に
よ
り
職
場
の
健
康
保
険
を

や
め
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き

や
、
就
職
し
て
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る

と
き
な
ど
、［
表
１
］
に
あ
る
よ
う
な
場

合
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
国
保
年
金

課
で
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

減
免
の
申
請

　
災
害
や
病
気
、
失
業
な
ど
で
生
活
保
護

受
給
者
と
同
等
程
度
の
収
入
状
況
と
な
っ

た
方
な
ど
で
、
一
時
的
に
国
民
健
康
保
険

税
（
国
保
税
）
の
納
付
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
減
免
を
申
請
で
き

ま
す
。

　
た
だ
し
、
審
査
の
結
果
、
一
定
以
上
の

財
産
（
預
貯
金
の
ほ
か
、
処
分
可
能
な
不

動
産
や
生
命
保
険
な
ど
）
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
や
、
単
に
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
と
い
う
だ
け
で
は
減
免
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
方
法　

各
納
期
限
の
前
ま
で
に
、

次
の
書
類
を
お
持
ち
の
上
、
国
保
年
金
課

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

・
減
免
申
請
書
（
国
保
年
金
課
に
あ
り
ま

す
）

・
給
与
明
細
書
な
ど
直
近
３
カ
月
間
の
収

入
が
分
か
る
も
の

・
生
計
を
同
一
に
す
る
世
帯
全
員
の
預
貯

金
通
帳
の
写
し

※
具
体
的
な
申
請
書
類
は
、
国
保
年
金
課

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
税
の
内
訳
［
表
２
］

　
国
保
税
の
年
額
は
、
基
礎
課
税
分
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分
の

合
計
で
す
。
平
成
30
年
度
の
保
険
税
率
な

ど
は
、
平
成
29
年
度
の
水
準
か
ら
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

確
実
・
便
利
な
口
座
振
替

　
口
座
振
替
に
す
る
と
、
指
定
し
た
金
融

機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

れ
ま
す
。
納
期
の
た
び
に
納
め
に
行
く
手

間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
口
座
振
替
は
、
お
近
く
の
町
指
定
金
融

機
関
で
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
毎
月
10

日
ま
で
に
申
し
込
む
と
、
翌
月
以
降
の
納

期
分
か
ら
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

  

こ
ん
な
と
き
は･･･
各
種
の
手
続
き

  
国
保
税
に
つ
い
て

　倒産・解雇など、勤め先の事情により失業を余儀なくされた
場合は、届け出により国保税が軽減されます。
◎対象者　65 歳未満で離職した方で、離職の翌日からその翌
年度末までの期間に次のいずれかに該当する、求職者給付（基
本手当）の受給資格を有する方
・雇用保険の特定受給資格者（倒産・解雇などによる離職）
・特定理由離職者（雇い止めなどによる離職）

◎軽減額　国保税は前年の所得などにより算定されますが、
対象者は、前年の給与所得をその 100 分の 30 とみなして算
定されます。
◎軽減期間　離職の翌日から、その翌年度末まで
◎申請方法　公共職業安定所が発行する「雇用保険受給資格
者証」をお持ちの上（個人番号を提示できる場合は不要）、国保年
金課で手続きをしてください。届出書は国保年金課にあります。

倒産や解雇、雇い止めなどにより離職した方へ～国保税が軽減されます～

国保に
加入するとき

国保を
やめるとき

そのほか

［表１］こんなときは手続きを［表2］国民健康保険税の税率などと課税限度額

※社会保険の資格喪失証明書など、資格喪失日や扶養している方の有無を証
　明する書類を必ずお持ちください。

●所得割額は、前年中の総所得金額などから基礎控除33万円を差し
引いた金額（課税所得といいます）に上記の税率を乗じて求めた金額
●均等割額は、加入者（被保険者）１人につき上記の金額
●平等割額は、１世帯につき上記の金額

基礎課税分
0歳～ 74歳が対象

所得割額 5.96%

所得割額 1.5％

所得割額 1.45％

均等割額 20,400円

均等割額 7,200円

均等割額 7,000円

平等割額 24,000円

平等割額 8,600円

平等割額 6,000円

限度額 58万円

限度額 19万円

限度額 16万円

後期高齢者支援金分
0歳～ 74歳が対象

介護納付金分
40歳～ 64歳が対象

他市町村から転入してきたとき
職場の健康保険をやめたとき※

生活保護を受けなくなったとき

職場の健康保険に加入したとき
死亡したとき
生活保護を受けるようになったとき
住所が変わったとき

他市町村へ転出したとき

子供が生まれたとき

保険証の紛失や、汚損などで使えなくなったとき
修学のため、別に住所を定めるとき
退職者医療制度に該当したとき

世帯主、氏名などが変わったとき
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認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
自
分
の
で

き
る
範
囲
で
認
知
症
の
方
や
家
族
を
支
え

る
「
支
援
の
輪
」
を
広
げ
る
た
め
の
出
前

講
座
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
町
を
、
皆
さ
ん
で
一
緒
に
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

◎
対
象　
町
内
在
住
の
方
、
町
内
の
学
校・

職
域
団
体
な
ど

◎
講
師　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
を
派
遣

し
ま
す
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
は
、
認

知
症
の
正
し
い
知
識
や
対
応
な
ど
の
研
修

を
修
了
し
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

　
水
道
事
業
所
で
は
、
安
全
で
良
質
な
水

道
水
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
水
道
法
に

基
づ
い
た
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
、
水

質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
法
で
は
、
清
浄
な
水
を
供
給
す
る

た
め
、
細
菌
や
化
学
物
質
、
色
や
濁
り
、

に
お
い
な
ど
水
質
基
準
に
関
す
る
検
査
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
検
査
の
結
果
、

町
営
水
道
の
水
は
全
て
の
項
目
に
適
合
し

た
安
全
で
良
質
な
水
道
水
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
質
検
査
計
画
お
よ
び
水
質
検
査
結
果

は
、
水
道
事
業
所
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

町
水
道
事
業
所
な
ど
の
名
を
か
た
る

業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
町
水
道
事
業
所
や
県
、
水
道
組
合
な
ど

か
ら
依
頼
さ
れ
た
な
ど
、
名
を
か
た
っ
て

水
質
調
査
や
漏
水
調
査
に
訪
問
す
る
業
者

　
結
婚
後
50
年
ま
た
は
60
年
を
迎
え
た
ご

夫
妻
へ
、
長
寿
を
お
祝
い
し
て
祝
い
金
を

お
贈
り
し
ま
す
。

◎
対
象　
平
成
30
年
9
月
15
日
現
在
、
町

内
に
在
住
し
、
こ
の
日
の
６
カ
月
以
前
か

ら
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
、
次
に
該
当

す
る
方

い
金
を
受
け
て
い
な
い
ご
夫
妻

※
結
婚
の
日
（
婚
姻
届
け
出
日
）
か
ら
の

　
経
過
年
数
と
な
り
ま
す
。

◎
申
請
方
法　

次
の
書
類
を
お
持
ち
の

上
、
高
齢
介
護
課
へ
。

・
申
請
書
（
高
齢
介
護
課
に
あ
り
ま
す
）

・
戸
籍
謄
本
な
ど
の
、
結
婚
の
日
ま
た
は

講
座
」
の
講
師
を
務
め
る
方
で
す
。

　
講
師
の
派
遣
可
能
日
時
は
、
原
則
と
し

て
平
日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
で

す
。
平
日
の
時
間
外
や
休
日
の
派
遣
に
つ

い
て
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
派
遣
先
は

町
内
の
み
と
な
り
ま
す
。
講
座
は
１
回
60

分
～
90
分
程
度
で
す
。

◎
費
用　
無
料

◎
申
請
方
法　
５
人
以
上
で
会
場
を
ご
用

意
の
上
、
希
望
日
の
30
日
前
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
際
は
、

事
前
に
高
齢
介
護
課
と
日
程
を
調
整
し
た

後
、
生
涯
学
習
課
か
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
町
水
道
事
業
所
や
県
の
職
員
、
委
託
を

受
け
た
業
者
は
、
身
分
証
明
書
や
受
託
者

証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

　
ほ
と
ん
ど
の
人
が
利
用
で
き
る
ま
で
普

及
し
た
水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
支
え
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
生
活
基

盤
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

を
水
道
週
間
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
、
都

道
府
県
を
は
じ
め
各
市
町
村
の
水
道
事

業
体
で
広
報
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

第
60
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
水
道
水　

安
全　

お
い
し
い　

金
メ
ダ
ル
」

結
婚
後
50
年
を
迎
え
た
ご
夫
妻　
昭
和
42

年
9
月
16
日
～
昭
和
43
年
9
月
15
日
に
結

婚
し
た
ご
夫
妻

結
婚
後
60
年
を
迎
え
た
ご
夫
妻　
昭
和
32

年
9
月
16
日
～
昭
和
33
年
９
月
15
日
に
結

婚
し
た
ご
夫
妻

結
婚
後
50
年
、
60
年
を
経
過
し
、
ま
だ
祝

同
居
の
日
が
確
認
で
き
る
書
類
（
町
内
に

本
籍
が
あ
る
方
は
不
要
）

・
認
め
印
（
町
内
に
本
籍
が
あ
る
方
の
み
）

◎
申
請
期
限　
７
月
31
日
（
火
）

◎
贈
呈
時
期　
敬
老
月
間
の
９
月
中
を
予

定

高齢者

水道

敬老
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
出
前
講
座
）を

ご
利
用
く
だ
さ
い

町
営
水
道
の
水
質　

安
全
・
良
質
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

長
寿
夫
妻
へ
祝
い
金
を
贈
り
ま
す

高
齢
介
護
課
長
寿
い
き
が
い
班
☎（
内
線
）３
３
３
８

水
道
事
業
所
工
務
班
☎
内
線
３
４
８
２

高
齢
介
護
課
長
寿
い
き
が
い
班
☎（
内
線
）３
３
３
８
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６
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
、
担
当
の
民

生
委
員
児
童
委
員
を
通
し
て
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・
配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
婚
姻
を
解
消
、

あ
る
い
は
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い・
義
務
教
育
修
了
前
（
中
学
校
卒
業
前
）

の
児
童
・
生
徒
と
同
居
し
扶
養
し
て
い
る

・
４
月
１
日
現
在
、
母
子
ま
た
は
父
子
と

し
て
町
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る

・
所
得
が
一
定
限
度
額
以
下

※
内
縁
の
夫
ま
た
は
妻
が
い
る
な
ど
、
事

実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
父
母
に
代
わ
り
児
童
を
養
育
し
て
い
る

　
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）
の
増
加
を
図
る
こ

と
で
、
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
移
植
を

推
進
す
る
た
め
、
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援

・
町
に
住
民
票
が
あ
る

・
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実

施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
で
、
骨
髄
も
し

く
は
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
を
完
了
し
た

・
提
供
に
伴
う
休
暇
制
度
が
な
い
事
業
所

な
ど
に
勤
務
し
て
い
る

❷
助
成
を
受
け
る
ド
ナ
ー
が
勤
務
す
る
国

内
の
事
業
所
（
国
、
地
方
公
共
団
体
、
独

立
行
政
法
人
、
提
供
に
伴
う
休
暇
取
得
が

可
能
な
事
業
所
を
除
く
）

◎
助
成
金
額　
ド
ナ
ー
が
通
院
・
入
院
し

た
日
数
に
応
じ
て
交
付
し
ま
す
。

❶
ド
ナ
ー　
１
日
に
つ
き
２
万
円
（
上
限

14
万
円
）

❷
事
業
所　
１
日
に
つ
き
１
万
円
（
上
限

７
万
円
）

◎
申
請
方
法　
次
の
書
類
を
健
康
推
進
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

祖
父
ま
た
は
祖
母
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
給
付
額　

１
世
帯
当
た
り
年
額
１
万

円
。
扶
養
す
る
児
童
が
２
人
以
上
い
る
場

合
、
２
人
目
以
降
は
５
千
円
ず
つ
加
算
さ

れ
ま
す
。

　
義
務
教
育
修
了
前
の
児
童
・
生
徒
と
同

居
か
つ
養
育
し
て
い
る
方
で
、
あ
い
か

わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方
に
、
利
用
料
金

を
助
成
し
ま
す
。

◎
助
成
額　

１
時
間
当
た
り
７
０
０
円

（
１
カ
月
当
た
り
20
時
間
、
１
万
４
千
円

が
上
限
）

◎
申
請
方
法　
利
用
を
受
け
た
月
の
翌
月

末
ま
で
に
、
生
活
援
助
費
助
成
請
求
書
に

よ
り
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
を
新
た
に
開
始
し
ま
し
た
。

◎
対
象

❶
次
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る
ド
ナ
ー

❶
ド
ナ
ー

・
愛
川
町
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
助

成
金
交
付
申
請
書
（
ド
ナ
ー
用
）

・
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
発

行
し
た
、
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供

が
完
了
し
た
こ
と
の
証
明
書

・
健
康
保
険
証
の
写
し

❷
事
業
所

・
愛
川
町
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
助

成
金
交
付
申
請
書
（
事
業
所
用
）

・
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
発

行
し
た
、
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供

が
完
了
し
た
こ
と
の
証
明
書

・
ド
ナ
ー
と
の
雇
用
契
約
を
証
明
で
き
る

書
類

◎
申
請
期
限　
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の

提
供
が
完
了
し
、
当
該
医
療
機
関
を
退
院

し
た
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以
内

子育て助成
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
た
め
の
給
付
と
助
成

骨
髄
移
植
の
ド
ナ
ー
を
支
援
し
ま
す

福
祉
支
援
課
地
域
福
祉
班
☎（
内
線
）３
３
５
３

健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
班
☎（
内
線
）３
３
４
１

  

母
子
・
父
子
家
庭
等
福
祉
手
当

  

母
子
・
父
子
家
庭
生
活
援
助
費

　

私
立
幼
稚
園
（
愛
川
幼
稚
園
を
除
く
）

に
通
う
園
児
の
保
護
者
を
対
象
に
、
私
立

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

　
６
月
上
旬
か
ら
、
通
園
す
る
幼
稚
園
を

通
し
て
詳
し
い
案
内
と
申
込
用
紙
が
配
布

さ
れ
ま
す
の
で
、
指
定
す
る
期
日
ま
で
に

幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
６
月
下

旬
を
過
ぎ
て
も
申
込
用
紙
が
配
布
さ
れ
な

い
場
合
は
、
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
幼
稚

園
へ
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
対
象　
６
月
１
日
現
在
、
町
に
住
民
票

が
あ
り
、
私
立
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
園

児
の
保
護
者
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
に
移
行
し
た
私
立
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
る
方
は
対
象
外
で
す
）

子育て
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
保
育
班
☎（
内
線
）３
３
６
４

ま
っ
し
ょ
う
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情
報
公
開
条
例
お
よ
び
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
き
、
制
度
の
運
用
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度

　
町
民
参
加
に
よ
る
一
層
公
正
で
開
か
れ

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
が

保
有
し
て
い
る
行
政
文
書
を
皆
さ
ん
の
請

求
に
応
じ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
主
な
請
求
内
容
は
各
種

工
事
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。

行
政
文
書
の
公
開
の
請
求
件
数　
48
件

請
求
に
対
す
る
決
定

・
文
書
を
公
開
す
る
旨
の
決
定　
11
件

・
文
書
の
一
部
を
公
開
す
る
旨
の
決
定　

37
件

・
文
書
が
存
在
し
な
い
旨
の
決
定　
０
件

※
不
服
申
し
立
て
の
件
数　
０
件

個
人
情
報
保
護
制
度

　

町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も
に
、

本
人
の
求
め
に
応
じ
て
町
が
保
有
す
る
個

人
情
報
の
開
示
や
訂
正
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
29
年
度
末
現
在
、
個
人
情
報
を
取

り
扱
う
事
務
と
し
て
６
５
０
事
務
を
登
録

し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
開
示
の
請
求
件
数　
５
件

請
求
に
対
す
る
決
定　

・
文
書
を
開
示
す
る
旨
の
決
定　
４
件

・
文
書
の
一
部
を
開
示
す
る
旨
の
決
定　

１
件

※
不
服
申
し
立
て
の
件
数　
０
件

町
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

役
場
１
階
に
「
町
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
」

を
常
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
情
報
公
開
制
度
や
個
人
情
報
保
護
制

度
に
つ
い
て
の
案
内
・
相
談
・
請
求
の
受

け
付
け
、
町
政
に
関
す
る
刊
行
物
や
資
料

の
閲
覧
、
販
売
、
コ
イ
ン
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

制度
情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報
保
護
条
例

平
成
29
年
度
の
運
用
状
況総務

課
総
務
法
制
班
☎（
内
線
）３
２
１
7

　
町
民
皆
さ
ん
に
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
走
る
広
告
塔
と

し
て
内
外
へ
町
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、原
動
機
付
自
転
車（
1
2
5
cc
以
下
）

の
「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」
を
導

入
し
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
す
る
た
め
、
町
民
皆

さ
ん
に
よ
る
投
票
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

次
の
３
つ
の
案
の
中
か
ら
１
つ
を
選
ん
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
（
警
察
な
ど
と
の
協

議
に
よ
り
、
デ
ザ
イ
ン
が
一
部
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　
な
お
、「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」

の
配
布
開
始
は
、
10
月
１
日
（
月
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

◎
投
票
で
き
る
方　
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
・
在
学
の
方
（
１
人
１
票
に
限
り
ま
す
）

◎
投
票
方
法　

投
票
用
紙
を
、
税
務
課
、

文
化
会
館
、
ラ
ビ
ン
プ
ラ
ザ
、
レ
デ
ィ
ー

ス
プ
ラ
ザ
、
第
1
号
公
園
体
育
館
、
田
代

運
動
公
園
、
三
増
公
園
陸
上
競
技
場
に
設

置
の
「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
投
票

箱
」
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
（zeim

u@
tow

n.
aikaw

a.kanagaw
a.jp

）
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
投
票
用
紙
は
投
票
箱
設
置
施
設

と
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

◎
投
票
期
限　

６
月
25
日
（
月
）（
郵
送

の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

募集
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

一
般
投
票
を
行
い
ま
す

税
務
課
町
民
税
班
☎（
内
線
）３
２
７
２

案１　ダムのインパクト（写真）編

案２　ダムのある町編

案３　あいちゃん編

役場案内図（1階）

福
祉
セ
ン
タ
ー

税
務
課

住
民
課 高

齢
介
護
課

水
道

事
業
所

国
保
年
金
課

子
育
て
支
援
課

福
祉
支
援
課

出
納

北口玄関

正面玄関

受付

県道側

町政情報
コーナー

健
康
プ
ラ
ザ
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　バーベキューやキャン
プなどでにぎわう中津川
のごみ対策として、田代
運動公園前河川敷（天王
河原）を利用する方から
試行的に「環境美化協力
金」を募っています。
　実施日には、協力金の募集とともに、町職員がご
み袋を配布しながら、ごみの持ち帰りなどの環境美
化の呼びかけを行います。
　集まった協力金は、ごみ処理などの中津川の保全
に関する事業に活用します。
◎今後の実施日時　7月21日（土）・22日（日）・28日

（土）、8月4日（土）・5日（日）・11日（土・祝）・13日（月）
～ 16日（木）午前8時～正午

環境課環境対策班☎（内線）3512

　振り込め詐欺などの特殊詐
欺を撲滅し、町民皆さんの財
産を守るため、「自動通話録音
装置」を、希望する方へ有償で
配布します。
　「自動通話録音装置」は、家
庭の固定電話に接続すると、
呼び出し音が鳴る前に自動的に警告音声を流すとと
もに、通話内容を自動録音する機器です。
　65歳以上の方がいる世帯などに、自己負担額2,000
円で配布しますので、ご希望の方はご連絡ください。

住民課交通防犯班☎（内線）3320

　本年度から、全国的に小学3年生以上で英語教育の
授業が必修となりますが、町では、さらに早くから英
語に慣れ親しんでもらうため、英語指導助手の派遣
日数を増やし、小学1年生から英語教育の授業に取り
組んでいます。
　英語指導助手は、身ぶり手ぶりを交えながら、でき
る限り分かりやすく、英語の楽しさや親しみやすさ
を、児童たちに伝えています。授業後の児童からは、

「英語は初めてだけど、とても楽しい」という声が上
がっています。

教育委員会指導室☎（内線）3617

　4月26日、新 宿 駅 東 口 に
ある大型ビジョン「新宿ア
ルタビジョン」を使って、町
のPR動画を放映しました。
　放映した動画は、昨年度
開 催 し た 動 画 コ ン テ ス ト

「愛川レッドカーペット」の
「あいかわ発見動画の部」で
最優秀作品となった「だい
すき。」。「愛川町には何もな
い！」というフレーズを用いながら、町の景勝地や
特産品を若いきょうだいが紹介するという、1分間
のコミカルな内容です。
　当日は、午前10時30分を皮切りに、毎時1回の合
計14回放映。ご覧になった多くの皆さんにより、
SNSなどで情報発信がされました。
　本年度中にあと2回、町のPR動画を放映する予定
ですので、ぜひご注目ください。

総務課広報・シティセールス班☎（内線）3220

中津川をきれいに
試行的に「環境美化協力金」を募っています

増加する特殊詐欺から皆さんを守る！
「自動通話録音装置」を希望者に有償配布 国際化社会に対応した人材育成のために

小学１年生から英語教育に取り組んでいます！

町の魅力を「新宿」から発信
新宿アルタビジョンで町のPR動画を放映しました

もっと住みやすい愛川を目指して…

町の取り組みを紹介します

申請第1号の大貫さん（半原）
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問い合わせ

心豊かな成長のため、「電子メディア」との接触は控えましょう

これから親になる方、
子育て中の方に役立てていただくための

「子育てヒント」を掲載しています。

　子供たちがテレビ、ＤＶＤ、電子ゲーム、スマートフォンなどの電子メディアに触れる機会は、早期化・長時間化
が強まる傾向にあります。幼いうちから電子メディアとの接触が多い生活を送っていると、心身の発達に良くない
影響があるといわれています。
　赤ちゃんは、お母さんや周囲の人とのやりとりや関わりの中で、人との信頼関係や愛情を育むとともに、コミュ
ニケーションの基本を知り、言葉を覚えていきます。また、アイコンタクトや愛情あふれる呼びかけは、情緒や感
性、言葉の発達などにとても大切です。
　しかし、授乳中にお母さんがテレビやスマートフォンを見たり、遊びの途中でメールを打ったりしていたら、せっ
かくのコミュニケーションが希薄になってしまいます。また、子育てアプリを使って子供を叱ったり、画面を見せ
て静かにさせたりすることなどは、子供の心の発達に良いものとはいえないようです。子育て中は、親も子供も電
子メディアとの接触は控えめにするといいですね。

子 育て 　  ポケット 子育て支援センター「あい」（健康プラザ 3階）

☎046（285）8345
やさしいこ

応 募 方 法

締め切り日
宛 　 先

町内在住の方で、１人１通に限ります。
答え・住所・氏名・年齢・電話番号と、
本紙の感想を必ずご記入の上お送りください。
6月8日（金）郵送の場合は当日消印有効
●はがきの場合
　〒243-0392 角田251-1 総務課広報・シティセールス班
●ファクスの場合　046（286）5021
●電子メールの場合　e-mail@town.aikawa.kanagawa.jp
正解と当選者は7月1日号でお知らせします。

今月号の広報あいかわを読んで、クイズに挑戦してください。
正解者の中から抽選で３人の方に、図書カード（1,000円分）をプレゼントします。

4月29日に、県立あいかわ公園で「第16回あいかわ公園
つつじまつり」を開催しました。今回の「つつじまつり」の
際に、宮ヶ瀬ダムで初めて行われた企画は、次のうちどれ
でしょうか？

5月１日号の答えと当選者　正解：❷北山 修さん　当選者：沼田聖羅さん・竹下京子さん・小野寺寿恵さん

❶フーチング階段の特別開放
❷観光放流　❸和太鼓演奏

移動子育てサロン　お近くの方、気軽に遊びに来てください 土曜サロン

子育てホッとタイム　参加自由です

お父さんの土曜講座

◎時間　午前9時30分～ 11時30分
第1・第3火曜日　レディースプラザ
6月5日・19日、7月3日・17日
第1・第3木曜日　ラビンプラザ
6月7日・21日、7月5日・19日

6月9日・23日、7月14日・28日

◎日時　6月26日（火）午前10時10分～ 11時10分
◎内容　ハーモニカコンサート
◎講師　ママ アンサンブル
◎会場　子育て支援センター

◎日時　7月24日（火）午前10時15分～ 11時15分
◎内容　人形劇「アリとキリギリス」
◎講師　劇団バク
◎会場　子育て支援センター

第２・第４土曜日は平日と同じように開所しているほか、
月１回の講座を開催しています

◎日時　7月14日（土）午前10時10分～ 11時10分
◎内容　エアトランポリンで遊ぼう
◎会場　子育て支援センター
◎申し込み　7月13日（金）までに子育て支援センターへ
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午後1時 無料
（先着535人）

健康フェスタあいかわ
「健康・未病講演会」

講師 北山 修さん
健康推進課

☎（内線）3342午後3時

音
声
版
広
報
あ
い
か
わ
　
録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
か
え
で
の
会
」
の
ご
協
力
に
よ
り
、
視
覚
障
が
い
者
の
方
に
向
け
て
音
声
C
D
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
内
線
）３
７
９
２

インフォメーション

＝日時　 ＝場所　 ＝対象・定員　 ＝講師・指導　 ＝費用　 ＝持ち物　 ＝その他の事項　 ＝申し込み　　　　　　　　 ＝ 問い合わせ　※ がないものはどなたでも参加・来場できます。 がないものは無料です。 ＝ファクス　 ＝電子メール

午前11時
30分

午後1時
30分

文化会館催し案内

月日

6月3日（日）

6月24日（日）

6月30日（土）

無料
（先着535人）

前売り
1,000円、

当日1,500円
（先着535人）

午後4時
30分

午後3時
30分

美里会　
吉田　☎046（285）3487

愛川ハーモニカアンサンブル
小沼　☎090（4834）0782
柳石　☎090（1464）4472

催し

美里会
歌と踊りの集い

愛川ハーモニカ
アンサンブル
コンサート

開演 終演 主催 入場
ホール

6月4日・7日・11日・14日・18日・21日・
25日・28日　午前10時～午後3時

司法書士法律相談 6月13日（水） 午後1時～ 4時

相談

町民相談　 住民課住民相談班☎（内線）3319 教育相談 教育開発センター
☎046（206）1061

法律相談《完全予約制》
来所相談

出張相談

行政書士相談

電話相談

交通事故相談
不動産相談

人権・行政こまりごと相談

消費生活相談

※不登校・いじめ・校外活動・非行・就学相談など。

6月1日（金）・21日（木）　
午前10時～午後３時
※7月は6日（金）･19日（木） 毎週月～木曜日（祝日を除く）

午前９時～午後４時

レディースプラザ　6月4日（月）
ラビンプラザ　　　6月18日（月）
※前週金曜日までに
　電話で予約してください。

6月14日（木） 午後1時～ 4時

平日　午前９時～午後４時

6月27日（水） 午後1時～ 4時
6月28日（木） 午後1時～ 4時

6月8日（金） 午後1時30分～ 3時
※法律相談は弁護士が対応します。予約は相談日の７日前から開始します
　（その日が祝日の場合は翌開庁日から）。
※法律相談以外は予約優先です（予約がない場合は、当日の受け付けもできます）。
※相談当日は、住民相談班へお越しください。
※相談窓口が分からないときは、お気軽にお問い合わせください。

6月16日（土）～
17日（日） 愛川水石奇木展

月日 催し 主催 備考
展示

6月9日（土）～
14日（木）

※展示会場は１階で、入場は無料です。通常の展示時間は午前９時～午後５時です。毎週火曜日は休館です。
※お問い合わせは直接主催者にお願いします。

最終日は午後３時まで
（発表会は6月9日の

午後1時30分から3階会議室
およびリハーサル室で開催）

最終日は午後３時まで
（展示室・展示コーナーで展示）

あいかわ町民活動サポートセンター
☎046（205）1323

愛川水石奇木会
大
おおはざま

峽　☎090（2413）0461

サポートセンター
登録団体活動発表会

パネル展示

ハローワーク就労相談会　 商工観光課商工労政班☎（内線）3523

子育て中の方を対象とした出張相談 6月7日（木）午後1時～ 3時　役場1階町政情報コーナー



施設ガイド
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　町教育委員会では、平成31年度
から使用する中学校用道徳の教科
書の採択に向けて、教科書展示会を
開催します。

６月４日（月）～６月29日（金）
午前９時30分～午後６時。図書館
の閉館日（毎週火曜日）など、ご利用
いただけない日時もありますので、
事前にご確認ください。 図書館

教育開発センター☎（内線）3617

 教科書展示会を開催します

インフォメーション

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
中
！
～
地
域
の
仲
間
を
増
や
し
て
、
助
け
合
い
の
絆
を
深
め
よ
う
～
　
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
、
60
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

「
元
気
に
・
仲
良
く
・
豊
か
に
・
楽
し
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

高
齢
介
護
課
長
寿
い
き
が
い
班
☎（
内
線
）３
３
３
８

＝日時　 ＝場所　 ＝対象・定員　 ＝講師・指導　 ＝費用　 ＝持ち物　 ＝その他の事項　 ＝申し込み　　　　　　　　 ＝ 問い合わせ　※ がないものはどなたでも参加・来場できます。 がないものは無料です。 ＝ファクス　 ＝電子メール

　スポーツ施設の利用予約は、ス
ポーツ施設予約システムをご利用
ください。
◎予約できるスポーツ施設　田代
運動公園、三増公園（テニスコート
のみ）、第１号公園体育館、中津工
業団地第1号公園、中津工業団地第
2号公園、坂本運動場、坂本体育館、
志田運動場、小沢ソフトボール場
※厚木市・清川村のスポーツ施設
　も抽選予約できます。
今月の抽選予約　9月利用分
抽選結果　7月2日（月）

　6月14日（木）から21日（木）まで、
蔵書点検のため図書館を休館しま
す。この期間は、図書・CDの閲覧や
貸し出し、学習室の利用ができま
せん。ご不便をお掛けしますが、ご

　当選者は7月末日までに本予約
をしてください。末日までに本予
約をしなかった場合は、翌日から
空き施設として開放します。愛川
町の施設を2回無断でキャンセル
すると半年間予約ができなくな
ります。

スポーツ・文化振興課
☎（内線）3632

理解とご協力をお願いします。
図書館☎046（285）6963

第1号公園

田代運動公園、
三増公園陸上競技場

町民活動
サポートセンター

文化会館

ラビンプラザ、
レディースプラザ

図書館

郷土資料館

毎週火曜日、
1日（金）、
14日（木）～
21日（木）

毎週火曜日

毎週火曜日

毎週水曜日

毎週火曜日

26日（火）

毎週月曜日

 スポーツ施設の抽選予約

 図書館
 蔵書点検で休館します

 6 月の休館日・休園日

　未来を担う子供たちに、戦争の悲
惨さと平和の尊さを伝えるため、平
和資料館の親子見学会を開催しま
す。この機会に、戦争や平和につい
て親子で一緒に考えてみませんか。

7月29日（日）午前8時～午後5時
川崎市平和館（川崎市中原区）、

昭和館（東京都千代田区） 町内在
学の小学4 ～ 6年生・中学1年生と

　仕事を通して人と関わり、社会人
としての生き方を学ぶことを目的
に、町立中学校の2年生が職場体験

を行います。
　この職場体験の際に、生徒を受け
入れていただける事業所を募集し
ます。実施期間は11月7日（水）～
9日（金）の3日間です。応募は随時
受け付けていますので、受け入れ可
能な場合は教育開発センターまで
ご連絡ください。
　職場体験の内容は、接客・商品陳
列・販売・配送・清掃・保育・製造など
の業務で、中学生ができる作業で
す。詳しくは、町ホームページをご
覧ください。

教育開発センター☎（内線）3619

　町県民税、固定資産税、軽自動車
税、国民健康保険税、介護保険料、後
期高齢者医療保険料が納められ、納
税相談もできます。

6月23日（土）・24日（日）午前8時
30分～午後5時 役場1階税務課

その親20組40人 1組300円程度
（施設入場料） 昼食は町で用意し
ます。 学校から配布される参加
申込書に記入の上、6月20日（水）
までに学校へ。

企画政策課企画政策班
☎（内線）3234

【町県民税】第1期分・全期前納分
【国民健康保険税】第1期分・全期前
納分

【介護保険料】第1期分
　納期限は、7月2日（月）です。

 平和資料館親子見学会

 中学２年生の職場体験
 受け入れ事業所を募集します

 休日納税・相談窓口

 今月の納税・納付期限

お知らせ

　手作りおやつを試食し、幼児期の
食習慣について学びます。

6月12日（火）午前10時～ 10時
30分 健康プラザ3階健康づくり
室 町内在住の1歳6カ月から就学
前までのお子さんと、その保護者
15組 100円（試食代） 母子健康
手帳、筆記用具、ハンドタオル 6
月5日（火）までに健康推進課母子
保健班へ。

 幼児食講習会

催し

保健ガイド
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インフォメーション

＝日時　 ＝場所　 ＝対象・定員　 ＝講師・指導　 ＝費用　 ＝持ち物　 ＝その他の事項　 ＝申し込み　　　　　　　　 ＝ 問い合わせ　※ がないものはどなたでも参加・来場できます。 がないものは無料です。 ＝ファクス　 ＝電子メール

　詐欺的な投資勧誘
「必ずもうかります」には気をつけよう
　電子マネーを悪用した詐欺

「プリペイドカードを買ってきて」は詐欺！
　キャッシュカードを預かり、現金を引き出す詐欺
公的機関はキャッシュカードを取りに訪問しない。

【町住民課住民相談班】☎（内線）3319
【財務省横浜財務事務所理財課】☎045-285-0981

【厚木警察署】☎046-223-0110または110番
～「おかしいな？」と思ったら《警察》にご相談を！～

 警察以外の相談窓口

　予防接種法に基づき予防接種を実施しています。対象年齢で未接種の方は、体調が良い時に指定医療機関で接種し
ましょう。

 予防接種を受けましょう！

金融犯罪による詐欺にご注意を！ 被害が多発しています！

早めの紫外線対策を心掛けましょう

　1年のうちで、最も紫外線量が
多いのは7 ～ 8月の夏の時期で
すが、4 ～ 5月には夏の時期の
7 ～ 8割程度、6月にはほぼ夏の
時期に匹敵する紫外線量となり
ます。このため、早めに紫外線対
策を始めることが大切です。

　太陽から地球に届く光には可
視光線（目に見える光）や赤外線
などがありますが、その中で最
も強いエネルギーを持つのが紫
外線です。

　紫外線を浴びると、初めのう
ちは日焼けをする程度ですが、
浴びすぎると、しみやそばかす、
しわ、たるみ、肌荒れなどの美容
上のトラブルを引き起こすほ
か、皮膚がんや免疫力の低下、白
内障など、健康面にも大きな影
響があります。

　紫外線量は、1日のうちで正
午前後（午前10時～午後2時）が
最も多くなります。この時間帯
に屋外での活動を避けるのが最

も有効ですが、そのほかにも次
のような対策をとることで、紫
外線の影響を防ぐことができま
す。
外出のときには・・・
・帽子をかぶる　
・日傘を差す
・サングラスをかける
小さいお子さんには・・・
・帽子をかぶせる　
・肌が露出する部分には日焼け
止めを塗る（できるだけ刺激が
低いものを使いましょう）
・ベビーカーに日よけをする

保健師から一言

  紫外線とは
  紫外線を防ぐには

DTワクチン 【ジフテリア・破傷風の予防】

MRワクチン【麻疹（はしか）・風疹の予防】

日本脳炎【日本脳炎の予防】
※特例対象者
①平成7年4月2日～平成19年4月1日生まれの方

は、20歳になる前日までに、4回接種の不足
分を定期接種として接種できます。

②平成19年４月２日～平成21年１0月1日生まれ
の方は、9歳から13歳の誕生日の前日まで、1
期３回接種の不足分を定期接種として接種で
きます。

11歳～ 13歳の誕生日の前日
※標準的な接種期間は11歳

【第2期】
平成24年4月2日～平成25年4月1日生まれの方
※小学校入学前の1年間で、平成31年3月31日までに
　接種してください。

【第1期】1歳～ 2歳の誕生日の前日

【1期初回】 生後6カ月～ 7歳6カ月の前日
※標準的な接種期間は3歳

【1期追加】 生後6カ月～ 7歳6カ月の前日
※標準的な接種期間は4歳

【2期】 9歳～ 13歳の誕生日の前日
※標準的な接種期間は9歳

2回

1回

1回

1回

1回

1回

予防接種名 対象 接種回数
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インフォメーション
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＝日時　 ＝場所　 ＝対象・定員　 ＝講師・指導　 ＝費用　 ＝持ち物　 ＝その他の事項　 ＝申し込み　　　　　　　　 ＝ 問い合わせ　※ がないものはどなたでも参加・来場できます。 がないものは無料です。 ＝ファクス　 ＝電子メール

6月28日（木） むし歯予防教室は
健康プラザ3階健康づくり室、2歳
児歯科健診は同2階健診室 母子
健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル

むし歯予防教室は午前10時～正
午ごろ。開始時間を過ぎての入室は
できません。2歳児歯科健診では、
身長・体重測定も行います。対象者
には6月上旬に必要書類を送付し
ますので、届かない方はご連絡くだ
さい。育児について心配事のある方
は、保健師・栄養士が相談をお受け
します。

　食育とは、生涯を通じて健康な生
活を送れるよう、一人一人が自分の
食について考える習慣や、食に関す
る知識、食を選択する力を身につけ
るための取り組みです。
　6月11日（月）～ 22日（金）に、役
場1階ホールで、「ビタミンってな
に？～食事はバランスよく～」を
テーマとして食育展を開催します。
食育に関する掲示やおすすめレシ
ピの紹介、給食の展示などを行いま
すので、ぜひご覧いただき、食につ
いて考える機会にしてください。

　6月26日（火）は「国際麻薬乱用撲
滅デー」です。薬物乱用は、本人の体
や精神をむしばむだけでなく、社会
の安全や安定を脅かします。薬物乱
用の防止にご協力ください。
薬物乱用とは
　社会のルールから外れた目的や
方法で薬物を使うことです。覚醒剤
などの違法な薬物は、たとえ1回だ
けの使用であっても「乱用」になり、
また「犯罪」になります。
薬物乱用はなぜ怖い？
　薬物を乱用すると、人間にとっ
て最も大切な脳が侵されてしまい
ます。また、依存症を引き起こし、幻
覚や妄想、錯乱、人格の喪失、知能の
低下など精神障がいを発症させま
す。そして、一度ダメージを受けた
脳は、決して元の状態には戻りませ
ん。さらに、薬物を手に入れるため
の窃盗、傷害などの犯罪につなが
り、家族や周囲の方を悲しませるこ
とになります。

に受診券をお送りしますので、申し
込みの必要はありません。医療機関
で大腸・口

こうくう

腔がん検診の受診を希望
する方は、事前に健康推進課へお申
し込みください。

　お子さんの発育・発達の確認や予
防接種などの育児相談、大人の方の
生活習慣病や健康、食事などに関す
る相談を、保健師・栄養士・看護師が
お受けします。大人の方は身体測
定、体脂肪測定、血圧測定なども行
います。

6月25日（月）午前9時30分～ 11
時 健康プラザ2階健診室 町内
在住で、すくすく親子健康相談は就
学前のお子さんと保護者、ヘルス
あっぷ相談は40歳以上の方 母子
健康手帳（お子さん）、健康手帳（お
持ちの方のみ） 予約の必要はあ
りませんので、当日直接会場へお越
しください。

　一定年齢の女性を対象として、が
ん検診の無料クーポン券と検診手
帳を6月中旬にお送りします。
子宮頸がん検診　

平成30年4月1日時点で20歳の
女性（平成9年4月2日～平成10年4
月１日生まれ） 集団検診または
医療機関検診
乳がん検診（マンモグラフィー）

平成30年4月1日時点で40歳の
女性（昭和52年4月2日～昭和53年
4月1日生まれ） 集団検診

　がん集団検診を申し込んだ方に、
6月中旬に受診券、問診票、便の検
査容器（大腸がんのみ）をお送りし
ます。乳がん集団検診（マンモグラ
フィー併用）を申し込んだ方には、
11月上旬に別途、受診券と問診票
をお送りします。
　医療機関検診（乳・子宮・前立腺が
ん）の対象となる方には、7月上旬

　対象者には6月下旬に必要書類
を送付しますので、届かない方は
ご連絡ください。健診時間・開場時
間は通知でご確認ください。

健康プラザ2階健診室
 お子さんの歯科保健指導

 乳幼児の健康診査

 毎年 6 月は「食育月間」
 食育展を開催します

 薬物乱用「ダメ。ゼッタイ。」

 すくすく親子健康相談・
 ヘルスあっぷ相談

 子宮頸
けい

がん・乳がんの無料検診

 がん検診の受診券を
 お送りします

むし歯予防
教室

４カ月児
（平成30年
2月生まれ）
10カ月児

（平成29年
9月生まれ）

１歳６カ月児
（平成28年
12月生まれ）

3歳6カ月児
（平成26年
12月生まれ）

２歳児
歯科健診

平成29年
5月

生まれ

7月3日
（火）

7月12日
（木）

7月25日
（水）

7月10日
（火）

平成28年
5月

生まれ

午前
9時30分～
9時55分

母子健康手帳、
問診票

母子健康手帳、
問診票

母子健康手帳、
問診票、歯ブラシ、
タオル
母子健康手帳、
問診票、歯ブラシ、
タオル、当日の朝
の尿、視力・聴力
の調査票（記入済
みのもの）

午後
0時45分～
1時30分

歯科保健指導

対象

問い合わせは健康推進課へ
☎（内線）3341

保健ガイド

対象

期日

受け付け

持ち物

平成27年
11月
生まれ

午後
1時30分～
2時15分
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　4 月 29 日に県立あいかわ公園で「第 16 回
あいかわ公園つつじまつり」を、5 月 3 日に
文化会館駐車場・かえで広場で「第 42 回愛
川町農林まつり」を開催し、多くの来場者の
皆さんでにぎわいました。
　つつじまつりでは、今回初めての企画とし
て、通常入ることのできない宮ヶ瀬ダムの管
理用階段（フーチング階段）を特別開放しま
した。約 900 人の参加者の皆さんは 510 段
ある階段の上り・下りに挑戦し、息を切らし
ながらも、普段は味わうことのできない体験
を楽しんでいました。
　農林まつりでは、「お米のすくい取り」コー
ナーや、春の草花寄せ植え教室、イノシシの
肉を使った「しし鍋」の販売などさまざまな
催しを行い、大勢の皆さんにご参加いただき
ました。

フーチング階段に挑戦する親子

農林まつりステージつつじまつり会場の様子

農林まつりの春の草花寄せ植え教室

Aikawa Top i c s

つつじまつり、農林まつりを開催

　健康に関する講演や健康イベントを通じて健
康づくりの輪を広げ、一人一人が自分の健康を見
直していただく日となるよう、「健康フェスタあ
いかわ2018」を開催します。誰もが気軽に参加で
きる楽しいイベントです。健康に興味のある方
は、ぜひご参加ください。

◎会場
文化会館ホール
◎時間
午後0時30分開場、
午後1時開演
※モデル地区健康づくり事業
　活動報告も併せて行います。

  健康イベント

  愛川町健康ポイントコーナー

◎会場　健康プラザ
◎時間　午前10時～正午

◎会場　文化会館ホワイエ
◎時間　午後0時30分～ 3時

　あいかわリフレッシュ健康体操、子どもと大人の歯科検診、
味彩喫茶、知って防ごう食中毒、愛川北部病院健康相談コー
ナー、健康度見える化コーナーなど

　健康プラザ、文化会館両会場でポイントカードの配布を行
います。当日だけの特別ポイントもありますので、ぜひお立ち
寄りください。

健康フェスタあいかわ 2018 ６月３日（日）

健康推進課健康づくり班☎（内線）3342

北山修さん
来る！

健康・未病
講演会

精神科医・
ザ・フォーク・クルセダーズ
北山修さんによる講演会

  腎・アイバンクコーナー、
  大腸がんクイズラリー
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　角田にお住まいの沼田芳子さんが、めでたく100 歳の
誕生日を迎え、小野澤町長からお祝いの花束や記念品な
どをお贈りしました。
　沼田さんは大正７年、横浜市南太田町（現・横浜市南区）
で生まれました。若いころは看護師として横浜市の病院で
勤務されていたほか、当時の高峰村役場で戸籍の仕事を
されていたこともあるそうです。また、短歌がご趣味で、
米寿（88 歳）のときには自作の 200 首を収めた短歌集を
作成されました。
　100 歳になった今で
もご自分で歩くことが
できるなど、大変お元
気に過ごしておられま
す。
　これからもますます
お元気で、長生きして
ください。

瑞宝双光章（教育功労）
元厚木市立南毛利小学校校長
木藤一郎さん（73 歳、半原）
　木藤さんは、昭和 42 年に厚木市
立南毛利小学校教諭に任命され、町
立高峰小学校教諭や愛甲教育事務
所指導主事、町教育委員会指導主事、
厚木市教育委員会学校教育部次長
を歴任するなど、38 年間の長きにわ
たり学校教育の推進に尽力されまし
た。
　受章に当たり木藤さんは「地域や
学校関係者の皆さんに支えられ、職
務を全うできたことに感謝いたしま
す。この受章を糧
に、これからも学
校 や 地 域 の 活 動
に貢献していきた
いと思います」と
話されました。

瑞宝単光章（国勢調査功労）
町登録統計調査員連絡会会長
沼田照雄さん（71 歳、角田）
　沼田さんは、昭和 45 年から約半
世紀にわたり国勢調査の調査員とし
て活動。そのほかにも工業統計調査
や経済センサスなど、行政の事業計
画や施策の基礎資料となる各種の統
計調査の調査員として尽力されてい
ます。
　受章に当たり沼田さんは「半世紀
余りにわたって、国勢調査や各種統
計調査を健康で続けてこられたこと
を、うれしく思います。多くの方々に
支えられての受章
に、心より感謝を
申し上げます」と
話されました。

藍綬褒章（更生保護功績）
保護司
中山民子さん（75 歳、春日台）
　中山さんは、昭和 62 年から約 30
年にわたり保護司として活動し、更
生保護活動や犯罪予防事業などを通
して、社会福祉の向上に尽力されて
います。
　受章に当たり中山さんは「これま
での活動で、町民皆さんのお役に立
つことができたことは非常にうれしく
思います。今後は、あとわずかとなっ
た保護司の活動に全力を尽くしてい
きたいです」と話されました。

　書道家として知られる、金澤翔子さんが揮
き

毫
ごう

した書を、
役場１階ホールに設置しました。
　この書は、2 月 10 日に文化会館で開催された「福祉講
演会」で、金澤さんと母・金澤泰子さんの講演が行われ
た際に、金澤さんが会場で揮毫したもので、「共に生きる」
と書かれています。
　役場へお越しの際には、金澤さんからの力強いメッセー
ジを、ぜひご覧ください。

沼田さんとご家族、小野澤町長

Aikawa Top i c s

ご長寿おめでとうございます
沼田芳子さん 100 歳のお祝い

春の叙勲
木藤一郎さん、沼田照雄さんが受章

春の褒章
中山民子さんが受章

書道家・金澤翔子さんの書を
町役場１階ホールに設置
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愛川町長選挙／当番医：愛川北部病院
消費生活相談

法律相談／消費生活相談

休日納税・相談窓口
休日納税・相談窓口／当番医：愛川北部病院
消費生活相談／すくすく親子健康相談・ヘルスあっぷ相談

交通事故相談／１歳６カ月児健康診査
不動産相談／消費生活相談／むし歯予防教室／2歳児歯科健診

町の財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容については、広告主へお問い合わせください。

編集・発行 / 愛川町総務部総務課 
〒 243-0392 神奈川県愛甲郡愛川町角田 251-1 
☎ 046（285）2111（代）FAX 046（286）5021
HP 愛川町 検索

5月1日現在の人口と世帯 （　）内は前月比 ※住民基本台帳登載人口・世帯数◎人口 40,687人（64）：男 21,276 人（65）　女19,411人（ー1）　◎世帯数 18,075 世帯（85）

法律相談

議会本会議（４日目）／消費生活相談
４カ月児健康診査

消費生活相談／ハローワーク就労相談会
人権・行政こまりごと相談

当番医：愛川北部病院
消費生活相談
幼児食講習会／３歳６カ月児健康診査
司法書士法律相談
行政書士相談／消費生活相談／10 カ月児健康診査

健康フェスタあいかわ 2018／愛川にぎわいマルシェ／
当番医：八木クリニック
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62018 あいかわカレンダー／平成30 年 June

今月の日曜・祝日当番医
3 日

10 日

その他の休日（昼間・夜間）、平日（夜間）の救急診療

17 日

24 日

八木クリニック　☎ 046（280）1888

愛川北部病院　☎ 046（284）2121 厚木市休日夜間急患診療所（厚木市メジカルセンター）
☎ 046（297）5199

愛川北部病院　☎ 046（284）2121

愛川北部病院　☎ 046（284）2121

［ 診療時間 ］　午前9時～11時30分　　午後２時～４時30分

※都合により変更する場合がありますので、電話で確認してからお出掛けください。

No.666

みどり ゆとり 協働のまち愛川ひかり


